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年

頭
挨

拶

明

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

記
念
す
べ
き
二
十
一
世
紀
の
輝
か
し
い
幕
開
け
の
初
春
を
、

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、

ご
家
族
お
揃
い
で
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

日
本
選
手
の
活
躍
、

世
界
の
ス
ポ
ー
ツ

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
一
喜

一
憂
し
、

テ
レ
ビ
の
画
面
に
釘
付
け
に
な
っ
た
反
面
、

国
内
に
お
き

ま
し
て
は
、

心
の
痛
む
事
件

・
事
故

・
災
害
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
底
を
突
い
た
と
い

い
な
が
ら
、

景
気
浮
揚
の
風
は
私
た
ち
の
も
と
に
は
、

ま
だ
吹
い
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実

態
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
、

わ
が
小
浜
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

辻
市
長
か
ら
村
上
市
長
へ
と
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
、

小
浜
線
電
化
の
着
工
、

近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け

る
着
工
と
い
う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

小
浜
市
の
二
十
一
世
紀
の
運
命

を
決
め
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
琵
琶
湖

・
若
狭
湾
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
鉄
道
の
早
期
実

現
を
目
指
し
、

総
決
起
大
会
が
本
市
だ
け
で
は
な
く
、

若
狭

・
嶺
南
地
域
の
多
く
の
皆
様
の

絶
大
な
る
ご
支
援
を
受
け
、
大
成
功
を
納
め
ま
し
た
。

議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
う
し
た
交
通
網
の
整
備
は
も
と
よ
り
、

景
気
対
策

・
行
財
政

改
革
の
推
進
な
ど
、

多
く
の
課
題
に
向
け
ヽ
な
お
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
ど

う
か
本
年
も
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

・
ご
支
援
、

そ
し
て
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、

昨
年
十
二
月
に
議
会
と
し
て
、

「市
町
村
合
併
研
究
会
」
、

「Ｉ
Ｔ
の
勉
強
会
」
、

そ

し
て
今
、

皆
様
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

「議
会
だ
よ
り
を
考
え
る
」
と
い
っ
た

組
織
を
立
ち
上
げ
、

議
会
が
そ
し
て
議
員
が
さ
ら
な
る
研
鑽
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

特
に
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、

昨
年
十

一
月
に
福
井
県
市
町
村
合
併
要
綱
検
討
懇
話
会

か
ら
県
知
事
に
対
し
、

報
告
書
が
答
申
さ
れ
、

栗
田
知
事
は
そ
れ
を
受
け
て

「合
併
要
綱
」

を
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

地
方
自
治
体
は
高
度
化
、

深
度
化
、

そ
し
て
多
様
化
さ
れ
た
諸

難
間
を
広
域
化
に
よ
り
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

も
は
や
高
速
か
つ
高
度
に
変
貌
す
る
、

こ
の
二
十

一
世
紀
に
応
じ
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
は

「避
け
て

通
れ
な
い
問
題
」
か
ら

「早
急
に
対
処
す
べ
き
問
題
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

私
達
議
会
は
、

合
併
は
あ
く
ま
で
地
方
自
治
体
同
士
の
自
主
的
な
も
の
で
あ
り
、

住
民
の
意
志
に
よ
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等
を
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

い
ろ
い
ろ
論
議
を
重
ね
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

・
ご
多
幸
、

そ
し
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

小
浜
市
議
会
議
長

杓

　

子



一 市議会だよ

1 輔

平
成
十
二
年
第
七
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
が

十
二
月
八
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
十
二
月
二

十

一
日
ま
で
の
十
四
日
間
と
決
定
し
、

直
ち
に

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、

「平
成
十
二
年
度
小
浜
市

一

般
会
計
補
正
予
算

（第
五
号
と

な
ど
議
案
二
十

三
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
八
日
は
、

最
初
に
聞
会
中
の
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
認
定
十
二
件
に
つ
い
て
、

決

算
特
別
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過
、

結
果
が
報

告
さ
れ
た
後
、

討
論

・
採
決
が
行
わ
れ
、

認
定

第

一
号
、

第
二
号
、

第
六
号
お
よ
び
第
十
三
号

は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
、

認
定
第
二
号
か
ら
第

五
号
、

第
七
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
は
全
員
賛

成
を
も
っ
て
認
定
し
ま
し
た
。

次
に
議
案
二
十
二
件
お
よ
び
陳
情
五
件
が
上

程
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明
、

質
疑
の
後
、

そ

れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

翌
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で
を
休
会
と
し
、

十

四
、

十
五
日
の
両
日
、

本
会
議
を
再
開
し
、

十

五
名
の
議
員
が
市
政
各
般
に
わ
た
り

一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

全

般
質
問
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
別

記
の
と
お
り
）

翌
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
を
休
会
と
し
、

そ
の
間
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

付
託
さ
れ

た
議
案
、

陳
情
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

二
十

一
日
に
本
会
議
を
再
開
し
、

は
じ
め
に

陳
情

一
件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

続
い
て
各
常
任
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
付
託

議
案
、

陳
情
に
つ
い
て
審
査
経
過
、

結
果
が
報

告
さ
れ
た
後
、

質
疑

・
討
論

・
採
決
が
行
わ
れ
、

各
議
案
に
つ
い
て
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、

陳
情
に
つ
い
て
は

一
件
を
採
択
、

三
件
を
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

続
い
て
、

意
見
書
案

一
件
、

議
案

一
件
が
上

程
さ
れ
、

提
案
説
明
の
あ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
採
決

を
行
い
ま
し
た
。

意
見
書
案
に
つ
い
て
は
原
案

の
と
お
り
可
決
、

議
案
に
つ
い
て
は
収
入
役
の

選
任
に
つ
い
て
同
意
し
、

平
成
十
二
年
第
七
回

小
浜
市
議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

【認
定
】

認
定
第
１
号

認
定
第
２
号

認
定
第
３
号

認
定
第
４
号

認
定
第
５
号

認
定
第
６
号

認
定
第
７
号

認
定
第
８
号

認
定
第
９
号

認
定
第
１０
号

認
定
第
止
号

認
定
第
１２
号

認
定
第
１３
号

【議
案
】

議
案
第
‐０７
号

議
案
第
・０８
号

議
案
第
・０９
号

議
案
第
・１０
号

議
案
第
皿
号

議
案
第
‐１２
号

議
案
第
・１３
号

平
成
■
年
度
小
浜
市
一般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
渡
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
衡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
■
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
立
年
度
小
浜
市
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
５
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
３
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

市

長

一
認原

案
可
決



【3】 市議会だよリー

日８

9日～13日

14日～15日

16日～20日

2 1 日

本会議

会期決定、決算特別委員長報告

討論、採決

議案(予算・条例等)上程、質疑

委員会付託

休 会

本会議(一般質問)

体 会(委員会審査)

本会議

閉会中の継続審査、常任委員長報告

質疑、討論、採決

議案億見書案・収入役の選任)上程

採決

◆
平
成
十
二
年
第
六
回
臨
時
会
（十
一月
十
五
日
）
概
要

第
六
回
小
浜
市
議
会
臨
時
会
が
、平

成
十
二
年
十
一月
十

五
日
招
集
さ
れ
、△云

期
を
一日
と
定
め
た
後
、一

一議
案
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

「小
浜
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査

会
委
員
の
指
名
に
つ
い
て
」
は
、議

長
が
次
の
七
名
の
委
員
を

指
名
し
ま
し
た
。

「公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

に
つ
い
て
」
は
、組

合
議
員
に
二
名
の
欠
員
を
生
じ
た
た
め
、そ

の
補
充
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

●
小
浜
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会

（会

長
）
木

橋

正

昭

（副
会
長
）
深

　
谷
　
嘉
　
勝

●
公
立
小
浜
病
院
組
台
議
会
議
員

山
　
口
　
貞

夫

山

晴

勝

義

松石 中小荒

尾橋野堂木

和健清
岡J 一  弘

彦郎之

議
案
第
‐１４
号

議
案
第
‐１５
号

議
案
第
‐１６
号

議
案
第
‐１７
号

議
案
第
・１８
号

議
案
第
・１９
号

議
案
第
‐２０
号

議
案
第
‐２‐
号

議
案
第
‐２２
号

議
案
第
‐２３
号

議
案
第
脇
号

議
案
第
‐２５
号

議
案
第
‐２６
号

議
案
第
・２７
号

議
案
第
・２８
号

議
案
第
‐２９
号

【陳
情
】

陳
情
第
１０
号

陳
情
第
１１
号

陳
情
第
１２
号

陳
情
第
１３
号

陳
情
第
１５
号

平
成
１２
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
事
業
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

小
浜
市
一般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
公
の
施
設
の
管
理
委
託
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
営
体
育
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

中
央
省
庁
改
革
等
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

字
の
区
域
お
よ
び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

住
居
表
示
を
実
施
す
べ
き
市
街
地
の
区
域
お
よ
び
当
該
区
域
内
の
住
居
表
示
の
方
法
に
つ
い
て

訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て

小
浜
市
道
路
線
の
認
定
、変

更
お
よ
び
廃
上
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て

働
く
ル
ー
ル
確
立
を
求
め
る
陳
情
書

消
費
税
の
大
増
税
計
画
の
中
止
を
求
め
る
陳
情
書

公
共
事
業
の
生
活
密
着
型
へ
の
転
換
を
求
め
る
陳
情
書

介
護
保
険
制
度
を
は
じ
め
、社

会
保
障
制
度
の
抜
本
改
善
に
向
け
た
国
の
財
政
措
置
等
を
求
め
る
陳
情
書

保
育
料
の
保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
に
国
の
財
政
措
置
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

原
案
同
意

継
続
審
査

採

択

団

体

不
″ 採

択
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12月 定例会の一般質問は、12月 14日 、15日 の

両日に行われ、池尾議員をはじめ、石野、西本、

清水、重回、宮崎、中村、荒木、山回、深谷、池

田、中野、岡尾、目永、石橋議員の15名 が、市

政各般にわたり質問を行いました。

(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)

（
Ч

却
珊
吹

い
虫
防
除
対
策
に

②
森
林
保
全
対
策
に
つ
い
て

Ａ
〔

的
却
朝
的
貯
唖
冷

鵬
勢
勝

除
を
中
止
し
た
地
域
で
被
害
は
拡

大
傾
向
に
あ
る
。

今
後
、

伐
倒
駆

除
を
中
心
に
、

航
空
防
除
に
つ
い

て
も
使
用
業
剤
の
許
可
が
得
ら
れ

た
時
点
で
実
施
を
検
討
す
る
。
ま

た
樹
幹
注
入
の
推
進
、

ス
ギ

・
ヒ

ノ
キ
ヘ
の
樹
種
転
換
を
図

っ
て
い

く
。

予
算
措
置
に
つ
い
て
は
、

松

く
い
虫
被
害
対
策
特
別
措
置
法
に

基
づ
き
、

補
助
率
の
有
利
な
事
業

を
選
択
し
な
が
ら
防
除
事
業
を
展

開
し
て
い
く
。

②
森
林
は
林
産
物
を
供
給
す
る
と

と
も
に
、

国
上
の
保
全
、

水
源
の

か
ん
養
、

自
然
環
境
の
保
全

・
形

成
、

保
健
休
養
の
場
の
供
給
等
、

多
様
な
公
益
的
機
能
を
有
し
て
い

る
。

本
市
に
お
い
て
も
植
栽
、

下

刈
り
、

除
伐
、

間
伐
等
の
保
育
事

業
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
、

林
業
者
の
経
営
意
欲
の

向
上
と
林
業
担
い
手
育
成
に
努
め

な
が
ら
、

作
業
路

・
林
道
網
の
整

備
、

造
林
、

間
伐
、

保
全
な
ど
の

森
林
整
備
を
促
進
し
、

健
全
で
活

力
あ
る
林
業
の
振
興
を
図
る
。

Ｑ

鵬

励
鞣

都

〈 へ
範

医
療
水
準
の
向
上
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ

鉛

艘
謀

跡

鴨

漸

「新
世
紀
Ｉ
」
の
素
案
を
も
と
に
、

市
町
村
助
役
レ
ベ
ル
で
会
議
が
重

ね
ら
れ
、

第
五
回
の
会
議
か
ら
は

大
飯
町
の
分
院
要
望
を
取
り
込
む

な
ど
、

第
十

一
回
最
終
会
議
に
お

い
て
大
枠
で
の
方
針
確
認
を
受
け

て
い
る
。

本
年
二
月
に
は
、

四
市

町
村
の
首
長
と
助
役
の
合
同
会
議

に
お
い
て
方
針
が
確
認
さ
れ
、

三

月
初
旬
の
病
院
議
会
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
は
、

病
院
組
合
長
か

ら

「新
世
紀
Ｉ
」
の
大
枠
方
針
が

報
告
さ
れ
た
。
し
か
し
、

大
飯
町

の
分
院
計
画
が
諸
事
情
の
中
で
休

止
と
な
り
、

進
展
を
み
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
が
、

今
後
、

将

来
に
お
け
る
へ
き
地
中
核
病
院
の

拡
充
整
備
の
た
め
に
鋭
意
努
力
し

て
い
く
。

Ｑ
部
鋼
麟
隷
群

別
措
置
法
の
活
用
に
つ
い
て

③
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
活
用
に
つ
い
て

Ａ
〔

的
脚
醐
拘
輔
線
勢
難
紙
拘

え
る
重
大
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

合

併
特
例
法
も
含
め
、

メ
リ
ッ
ト

・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
よ
く
検
討
し
、

十

分
Ｐ
Ｒ
す
る
中
で
論
議
を
深
め
て

い
く
。

近
隣
町
村
と
協
議
を
進
め

る

一
方
、

自
主
的
な
研
究
会
が
芽

生
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、

一
日
も
早
い
合
併
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。

②
電
源
三
法
交
付
金
制
度
に
加

え
い
交
通
整
備
、

あ
る
い
は
産
業

の
振
興
等
、

広
範
囲
な
事
業
に
新

た
な
地
域
振
興
の
方
策
が
得
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、

大
き
な
意
義
が

あ
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
政
令
が

定
ま
り
次
第
、

各
種
施
策
を
積
極

的
に
講
じ
て
い
き
た
い
。

③
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、

民
間
の
資
金
、

経
営
能
力
、

技
術
等
を
活
用
し
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、

こ
れ
ま
で
の
第
ニ
セ
ク
タ
ー

と
異
な
り
、

民
間
に
責
任
と
リ
ス

ク
を
分
担
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
た
め
、

安
易
な
参
入
は
難
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
収

益
面
が
最
も
重
要
な
部
分
で
あ

り
、

本
市
の
よ
う
な
規
模
で
、

ど

れ
だ
け
の
収
益
が
あ
げ
ら
れ
る
か

が
問
題
と
な
る
。

現
在
、

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
い
た
だ
い

て
い
る
結
果
を
踏
ま
え
、

対
応
し

て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
健
康
管
理
と
維

持
策
に
つ
い
て

Ａ

軽

鍵

鰈

髄

媒

推
進
」
を
目
標
に
、

健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、　

一
次
予

防
を
念
頭
に
お
い
た
健
康
教
育
や

健
康
相
談
、

健
康
診
査
、

機
能
訓

練
な
ど
の
老
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
し
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
と

寝
た
き
り
予
防
を
重
点
的
に
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、

脳
ド

ッ
ク
、

骨
検
診
、

高
齢
者
体
力
づ
く
り
支

援
、

温
水
プ
ー
ル
利
用
券
の
交
付


